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熊本市とハイデルベルク市は同時期に
フェアトレードシティに認定されました。

これからもハイデルベルク市とともに SDGsなまちづくりに挑戦していきます！

ハイデルベルク市長
エッカート・
ヴュルツナー氏

　ハイデルベルク市と本市は、1992年に友好都市
の盟約を結び、このたび、交流30周年を迎えまし
た。これまで、環境や医療、青少年教育等のさまざ
まな分野において、自治体はもとより市民・民間レ
ベルでの交流を促進するとともに、まちづくりに関
する交流や共通の都市課題の解決に向けた相互の
学び合いを進めるなど、30年の歩みの中で両市に
おける友好の絆を深めてまいりました。
　ご承知のとおり、世界中で猛威を振るう新型コロ
ナウイルス感染症の影響により、思うような交流が
かなわない時期も経験いたしましたが、このたび5
年ぶりにハイデルベルク市より代表団をお迎えし、
「フェアトレードシティとして実践するSDGs」をテー
マに記念シンポジウムを開催できますことを大変う
れしく思います。

　本市は、2011年にアジア初のフェアトレードシ
ティとして認定され、現在、フェアトレードの啓発に
取り組んでいるところであり、このシンポジウムの
開催を通して、ハイデルベルク市における先進的な
事例等を学ぶことで、さらなる国際貢献につなげて
まいりたいと考えております。
　今後とも友好都市締結30周年を迎えたハイデル
ベルク市の皆さまとともに、SDGsならびにフェアト
レードの取り組みを進め、誰もが幸せに暮らすこと
ができる持続可能な社会の
実現に向けて取り組んで
まいります。

　熊本市とハイデルベルク市の固く結ばれたパー
トナーシップと友情は、30年来の協力関係のもと、
育まれてきました。医療、青少年教育、文化などさま
ざまな分野において、積極的な交流や、相互訪問を
数多く行ってきました。
　コロナ禍においても、オンライン交流によって、両
市の友好関係を継続し、絆を深めることができまし
た。ハイデルベルク市では、友好都市締結30周年を
記念して、友好の証となる30本の桜を植樹しました。
また、両市をつなぐ重要な政策として、世界的な課題で
ある「フェアトレード」があります。ハイデルベルク市は
2010年にフェアトレードシティに認定され、熊本市は
2011年にアジア初のフェアトレードシティとなりま
した。両市は、国連の「持続可能な開発目標（SGDｓ）」

の実施において重要な役割を果たしており、世界の
約2,000のフェアトレードシティとともに、一貫して
この道を歩み続けるべきと考えています。ハイデル
ベルク市の具体的な取り組みとしては、市の購入ガ
イド「bio.regional.fair」が挙げられます。オーガ
ニックスーパーやフェアトレード専門ショップなど、
ハイデルベルク市における持続可能な消費につい
ての情報を提供するものです。
　以上のことを念頭に置きながら、私たちは一緒に
創り上げたい未来について、希望を持って前向きに
取り組み、ともに多くのプロジェクトを立ち上げるこ
とができると確信しています。

　環境保護先進国として知られるドイツは、世界が抱えるさま
ざまな問題にも真摯に向き合っているため、市民にとってフェア
トレード商品はとても身近な存在だそう。各町に専門店がある
のはもちろん、スーパーにも当たり前のように置いてあり、「『わ
ざわざ選んで買う』というより、『たまたま買ったものがそうだっ
た』というくらい日常に浸透しています」とアンナさん。しかも
「コーヒーやチョコレート、バナナなど、ジャンルによってはフェア
トレード商品以外を手にすることが難しいものもある」といいま
すから、本市も目標にしたいところです。
　また、中世の街並みが残るハイデルベルク市は、今ある宝を
未来に残すためにSDGsに力を入れていることでも有名。使い
捨てプラスチックの使用が法律で規制されているため、フェアト
レードコットンを使ったエコバッグが活躍しています。

日独シンポジウム開催 ■日時：２月11日（祝）　午後1時～3時（予定）
■場所：熊本城ホール ２階シビックホール

＜基調講演＞

ドイツ総領事やハイデルベルク市からの訪問団をお迎えし、「フェアトレードシティとして実践するSDGs」を
テーマに講演や意見交換を行います。

講演者：熊本市長、ハイデルベルク市長
＜パネル討議＞ パネリスト：熊本市長、ハイデルベルク市長

コーディネーター：法政大学 デザイン工学部 デザイン建築学科  教授 川久保 俊 氏
＜申込方法＞ メール kokusai@city.kumamoto.lg.jp または 電話 096-328-2070（国際課）

ハイデルベルク市から届いたお祝いメッセージ

これまでの交流の様子

「フェアトレード以外は手に入らない
品物もあるほど生活に浸透しています」

熊本市の取り組み ハイデルベルク市の魅力
出前講座を開催中

　フェアトレードシティ認定10周年を記念し、
「フェアトレード国際フォーラム2021 inくまもと」
を2021年に開催。本市は、推進団体とともに「世
界に認められるフェアトレード先進都市」をめざ
すことを宣言しました。

「フェアトレードシティくまもと
2021宣言」をしました

※詳細は本市ホームページ
　「フェアトレードシティくまもと」を検索

教えてくれたのは
熊本市国際交流員
アンナ ザイツさん
マンハイム市で生まれ、お隣のハ
イデルベルク市にある大学で学
ぶ。2018年夏に熊本に移住し、
国際交流員として国際理解のた
めの交流活動を行う。

フェアトレードシティくまもとマルシェ開催
「友好都市30周年記念事業」　

■日時：２月11日（祝）午前11時～午後4時 ■場所：花畑広場

詳しくは
コチラから

詳しくは
コチラから

フェアトレードは、熊本市と世
界をつなげる絆です。ぜひ
フェアトレード商品を手に取っ
て楽しんでください。

フェアトレード商品のほとん
どはオーガニックなので、人
にも地球にも優しいんです。
しかも食品、日用品、おもちゃ
など幅広い品ぞろえ♪

　フェアトレード商品をはじめ、地産地消、フードロス関連
商品、障がいのある方々が作った商品、ドイツの食や文化を
紹介するさまざまなブースが出店します。また、フェアトレー
ドチョコレートの味当てクイズや、SDGs缶バッジづくりなど
ワークショップも開催しますのでぜひお立ち寄りください。
　さらに、ハイデルベルク市のフェアトレードグッズをプレ
ゼントする「＃フェアトレードシティくまもと＃インスタグラ
ムキャンペーン」を2月末まで実施します。

　フェアトレードに
ついて聞きたい・
知りたいという方
に対して、本市職
員が学校、福祉施
設などへ出向いてフェアトレードの概要説明や
本市の取り組みについて紹介する出前講座を
行っています。

環境にやさしいリユース食器やフェアトレード商品

ハイデルベルク
市のロゴが入っ
たエコバッグ

ハイデルベルクの景
色が描かれた木の
プレートは、食器が
わりに使われるそう

子どもたちも気軽に参
加できるワークショップ
も開催します。体験する
と意識が変わりますよ！

平成４（1992）年５月、ドイツのハイデルベルク市において「平和と環境に対する共通の責任」を理念とする友好都市協定が

締結されて30年が経ちました。以来、多くの分野で交流を行い、共通の課題解決のために連携してきました。本号では、これまで

の取り組みや30周年記念イベントを紹介。本市はこれからも人や環境、地域に配慮したフェアトレードを推進していきます。

市議会議場で「ハイデルベルクスマート
シティ2040」をテーマに講演するヴュル
ツナー市長（2018年2月）

両市の青少年交流（2013年8月）

中村 篤志さん
（大学３年生）

フェアトレード
推進委員会の
学生メンバーの皆さん

なかむら　あつ  し

泉 沙希さん
（高校２年生）

いずみ　さ　き
樋口 陽介さん
（大学４年生）

ひ ぐち　よう すけ

「フェアトレード」とは貧困のない公正な社会をつくるための「公平で対等な貿易」です。

熊本市長
大西 一史
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